
「ゆりかごから墓場まで」発達する人間の健やかな育ちを支えるアタッチメント。それは、児童福祉の領域のみならず、

人の生きること、そして病むことの支援に関わる人々から、大きな注目を向けられています。全国各地でさまざまな

研修会、講演会が行なわれています。

しかしながら、安心感にもとづく支援の糸口を与えるその理論を学び、アセスメントの観点を自分のものとし、実践

に活かす方法を探すことは、長く時間のかかることです。

本セミナーは、こうしたアタッチメント理論の研究と実践について、我が国の第一人者が集まって年６回の系統講義

を提供し、学習に役立ててもらおうとするものです。本セミナーを通して学びが深まることが日々の支援の手がかり

となり、何より支援を受ける子ども、大人、そして親子の安寧に寄与することを願っています。

アタッチメント理論の研究と実践に関心のある皆様のご参加をお待ちしています。

アタッチメントセミナー
Attachment Seminar

【対象】
アタッチメント理論に関心のある大学院生、研究者、福祉・医療・
教育・司法などの現場で働いている方

【定員】
通年参加：70名　１日参加：各日15名

【費用】
通年参加：48,000 円／年　１日参加：10,000 円／日

【会場】
オンライン

受講者
募集中
2023年度

ONLINE



お申し込み方法

主催

NPO法人チャイルド・リソース・センター

attachment-seminar@mbr.nifty.com

内容とスケジュール

■　メールにてお申し込みください
attachment-seminar@mbr.nifty.com
メール本文に、お名前（ふりがな）、住所、電話番号、職種、職域をご記入下さい。

申し込み期間は 2 月 11 日（土）0:00から３月４日（土）23:59（通年参加者）です。
申し込みが多い場合には先着順とさせていただきます。また、定員を大幅に下回る場合に中止となる場合が

ございますので、ご了承ください。１日参加者の募集は、通年参加者の募集後に行ないます。

■　受講料をお振り込みください
受講が決定しましたら所定の期日までに受講料をお振り込みください。振込先、期日は別途ご連絡します。

なお、キャンセル、欠席がありましても返金は出来かねますのでご了承下さい。

■　詳しくはウェブサイトをご覧下さい
変更や情報の更新はウェブサイト上にて行なう予定です。

http://attachment-seminar.jp

　５月 20日（土）　13:30-16:45

　【理論 ①】　　遠藤利彦（東京大学） アタッチメント理論概説
　【理論 ②】　　梅村比丘（広島大学） 乳幼児のアタッチメント

　７月８日（土）　13:30-16:45

　【理論 ③】　　中尾達馬（琉球大学） 児童期のアタッチメント
　【理論 ④】　　北島歩美（日本女子大学） 青年期とアタッチメント

　９月９日（土）　13:30-16:45

　【査定 ①】　　梅村比丘 ストレンジ・シチュエーション法
　【査定 ②】　　福田佳織（東洋学園大学） アタッチメントQセット

　11月 11 日（土）　13:30-16:45

　【査定 ③】　　中尾達馬 アタッチメントの質問紙
　【査定 ④】　　工藤晋平（名古屋大学） 成人アタッチメント面接

　１月 20日（土）　13:30-16:45

　【実践 ①】　　森田展彰（筑波大学） DVの被害母子と加害男性への介入・支援
　【実践 ②】　　徳山美知代（和洋女子大学） 社会的養護における関係支援

　３月９日（土）　13:30-16:45
　【実践 ③】　　久保信代（関西福祉科学大学） 自閉症をもつ子どもと親の関係支援
　【実践 ④】　　北川恵（甲南大学）　　  親子の関係支援

* web 会議システムを利用しての講義となる予定です


